
く
ず
や
排
せ
つ
物
か
ら
作
ら
れ
る
）

を
排
出
し
ま
す
。
フ
ラ
ス
の
発
見

な
ど
に
よ
り
発
生
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

被
害
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
防

除
用
品
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課（
☎
40
２

２
６
４
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
職
業
訓
練

に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
毎
月

職
業
訓
練
説
明
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
支
給
要
件
を
満
た

せ
ば
、
月
10
万
円
の
生
活
支
援
の

給
付
金
を
受
け
な
が
ら
無
料
の
職

業
訓
練
が
受
講
で
き
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
22
日
㈮
・
８
月
19
日

㈮
・
９
月
16
日
㈮
午
後
２
時
30
分
〜

３
時
30
分

会
場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
藤
岡

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
藤

岡（
☎
㉒
８
６
０
９
）

　
７
月
11
日
㈪
か
ら
、
藤
岡
税
務

署
で
行
っ
て
い
た
申
告
書
の
入
力

な
ど
の
内
部
事
務
は
前
橋
税
務
署

内
の「
業
務
セ
ン
タ
ー
室
」で
行

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
申
告
書

や
申
請
書
の
郵
送
に
よ
る
提
出
先

が
変
わ
り
ま
す
。
納
税
証
明
書
の

交
付
、
現
金
領
収
、
予
約
に
よ
る

相
談
な
ど
は
従
来
ど
お
り
藤
岡
税

務
署
で
行
い
ま
す
。

※
電
話
相
談
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い（
☎
㉒
０
９
７
１
）

申
告
書
な
ど
の
送
付
先　

〒
371

－

８
５
８
７（
住
所
記
載
不
要
）関

東
信
越
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー
前

橋
分
室

問
い
合
わ
せ　

藤
岡
税
務
署（
☎

㉒
０
９
７
１
）

採
用
区
分　

▽
警
察
官
Ａ（
男
女
）

２
回
目
▽
警
察
官
Ｂ（
男
女
）

試
験
日
程　

９
月
18
日
㈰

受
付
期
間
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝

７
月
27
日
㈬
〜
８
月
15
日
㈪
▽
郵

送
＝
７
月
27
日
㈬
〜
８
月
16
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

藤
岡

警
察
署（
☎
㉒
０
１
１
０
）

　

環
境
省
が
特
定
外
来
生
物
に
指

定
し
て
い
る「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
」に
よ
る
被
害
が
県
内
で

拡
大
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
に

は
高
崎
市
な
ど
で
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
幼

虫
は
、
サ
ク
ラ
・
ウ
メ
・
モ
モ
な

ど
の
樹
木
の
内
部
に
侵
食
し
木
を

弱
ら
せ
て
枯
ら
し
て
し
ま
う
た
め
、

倒
木
な
ど
の
被
害
の
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

　

成
虫
を
発
見
し
た
場
合
は
、
被

害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
捕
殺
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
の
特
徴
は
、

体
長
２
・
５
〜
４
㎝
程
度
で
ク
ビ

（
胸
部
）が
赤
く
、
体
は
光
沢
の

あ
る
黒
色
を
し
て
い
ま
す
。
成
虫

は
６
月
中
旬
〜
８
月
上
旬
に
現
れ
、

幼
虫
が
侵
食
し
た
樹
木
か
ら
大
量

の
か
り
ん
と
う
状
の
フ
ラ
ス（
木

問い合わせ　地域安全課（☎402245）

７月11日㈪～７月20日㈬

◆子供と高齢者の交通事故防止◆子供と高齢者の交通事故防止
　夕暮れ時や夜間は「車から見えにくい」こと　夕暮れ時や夜間は「車から見えにくい」こと
を意識し、外出時は反射材を身に着ける、明を意識し、外出時は反射材を身に着ける、明
るく目立つ色の服装を着用するなどの心掛けるく目立つ色の服装を着用するなどの心掛け
をしましょう。をしましょう。
　横断歩道は歩行者優先であることを再認識
し、横断しようとする歩行者がいるときは、
必ず一時停止して進路を譲りましょう。
◆自転車の交通事故防止
　群馬県交通安全条例の一部改正に基づき、
利用者は自転車保険に加入するとともに、乗
車用ヘルメットの着用に努めましょう。

　年間スローガン

　　　　　　「大丈夫！」　自己の過信が　事故招く「大丈夫！」　自己の過信が　事故招く

夏の県民交通安全運動を実施します！夏の県民交通安全運動を実施します！

　自転車は車両であ　自転車は車両であ
ることを再認識し、ることを再認識し、
自転車の交通ルール自転車の交通ルール
を守って運転しましょを守って運転しましょ
う。う。
◆飲酒運転の根絶
　飲酒運転の危険性
や違法性を認識し、
「飲酒運転を絶対にし
ない・させない」とい
う強い意志を持ちましょう。

猶予額　保険料の全額
失業による免除・猶予
　失業したときは所得があっても、雇用保険受
給資格者証（写し）などの書類を添付し申請す
れば免除もしくは猶予になる場合があります。
免除・猶予額　保険料の全額・４分の３・半額・
４分の１の免除、もしくは納付が全額猶予され
ます
新型コロナウイルス感染症の影響による特例
　新型コロナウイルス感染症の影響により国民
年金保険料の納付が困難な場合は、特例申請が
可能です。
対象　新型コロナウイルス感染症の影響によっ
て収入が減少した人
免除・猶予額　令和２年２月以降の所得見込額
（令和４年度分の申請は令和３年１月以降の所
得見込額）に応じ、保険料の全額・４分の３・
半額・４分の１の免除、もしくは納付が全額猶
予されます
共通事項
持ってくる物　身分証明書（学生納付特例の場
合は学生証など）
各種申請　保険年金課・鬼石総合支所鬼石振興課
※郵送でも対応可能です

問い合わせ　保険年金課（☎402259）

　国民年金の第１号被保険者（毎月の保険料を
納める人）で、経済的な理由で保険料を納める
ことが困難な場合に、一定の基準により保険料
の納付が免除または猶予される制度があります。
※制度を利用するには申請して承認される必要
があります。申請は毎年必要で、令和４年度分
の申請は７月から受け付けています。なお、申
請は過去２年１カ月分までさかのぼって行えます
※保険料が免除や猶予になった期間は、年金を
受給するための資格期間に算入されますが、受
け取る年金額は減額されます。年金額を増やし
たい場合は10年以内であれば後から保険料を
納めることができます
保険料免除制度
対象　本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定
基準以下の人
免除額　所得に応じ、保険料の全額・４分の３・
半額・４分の１が免除されます。ただし、一部
免除を受けた場合、免除された残りの保険料を
納付しないと未納と同じ扱いになります
保険料納付猶予制度
対象　本人・配偶者の前年所得が一定基準以下
の50歳未満の人
猶予額　保険料の全額
学生納付特例制度
対象　本人の前年所得が一定基準以下の学生

国民年金制度からのお知らせ
～保険料の免除および猶予について～

老齢基礎年金 障害・遺族基礎年金の保険料納付要件の
保険料納付済期間および免除期間への算入受給資格期間への算入 年金額への反映

納付 ○ ○ ○

全額免除 ○ ○（一部） ○

一部納付 ○ ○（一部） ○

納付猶予 ○ × ○

学生納付特例 ○ × ○

未納 × × ×

※未納のままにしておくと、障がいや死亡といった不慮の事故が発生した際の障害基礎年金・遺族
基礎年金や、将来の老齢基礎年金を受けられない場合があります

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

藤
岡
税
務
署
へ
の
申
告
書
の

提
出
先
が
変
更
に
な
り
ま
す

職
業
訓
練
説
明
会

警
察
官
採
用
試
験
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